（様式3）
経費積算見積書
提案者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

	区分
	積算内訳（単価・数量等）
	見積金額

	新規雇用の失業者に係る人件費
	（賃金）
（通勤交通費）

（その他諸手当）

（社会保険料事業主負担分）


	

	小 計   (A)
	
	

	上記以外の人件費

（社員賃金）
	
	

	小 計   (B)
	
	

	ＯＪＴ、ＯＦＦ-ＪＴに係る経費
	（ＯＪＴ）


	

	
	（ＯＦＦ-ＪＴ）


	

	小 計   (C)
	
	

	計
(Ｄ)=(A)+(B)+(C)
	
	

	消費税
(Ｅ)=(Ｄ)×消費税率
	
	

	合　計

(Ｆ)=(Ｄ)+(Ｅ)
	
	


【記入にあたっての注意事項】

（１） 必要な項目が記載されておれば、Excelファイルで作成した経費積算見積書でも差し支えありません。

（２） 各区分に計上する見積金額は全て税抜き金額としてください。

（３） 「積算内訳」欄のうち、人件費については、月（日）給、支給月数及び人数等を明示してください。その他の経費については、可能な限り、積算根拠（数量、単価）を明示してください。

（４） 「上記以外の人件費」欄は、既存社員又は失業者以外の新規雇用の人件費を記載してください。日報、出勤簿等の関係書類等により、事業者等が実施する既存事業と明確に区分できるものに限ります。

（５） 事業費総額（税込）に対する、(Ａ)新規雇用予定の失業者の人件費割合（税込）が２分の１以上としてください。
（６） 対象経費の取扱いについては、「地域人づくり事業」に係るQ&A」を参照ください。　

（７）　消費税免税事業者の場合は、「消費税」欄にその旨記載してください。

（８） 枠内に収まらない場合は、必要に応じて枠を拡張するか任意の様式で別紙として作成してください。
